
　
　

今
回
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
、
村
内
の
風
景
や
人
物
、

祭
り
な
ど
71
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
去
る
2
月
6
日
宇
検
村
役

場
会
議
室
で
「 

2
0
1
4 

宇

検
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査

員
長
に
濱
田 

康
作
（
ス
タ
ジ
オ

康
作
E
y
e
s
）、
審
査
員
は

元
田 

信
有
（ 

宇
検
村
長
）、
伊
村 

廣
文 （
宇

検
村
観
光
物
産
品
協
会
会
長
）
の
3
名
に
よ

り
厳
正
に
、
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
よ

う
に
入
賞
作
品
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

第２回宇検村
フォトコンテスト

【 準グランプリ 】

吉行 秀和  /  Adan Tree

講評：宇検集落の外海側の “フヌシ海岸”
にはこの珍しい形の “マイクロアトール”
が数多く見られます。いつでも見られ
るものではなく大潮の日にしか見るこ
のできない珍しい風景です。作者の宇
検村通いの努力にこそ敬服します。

【 入  選  ３ 作 品 】

【 

グ
ラ
ン
プ
リ 

】

講評：夏の透き通った空気の中のア
ダネギ ( アダンの方言名 )。陸と浜
の交わる場所に自生する奄美を代表
する樹木の一つ。海からの強風や砂
などをブロックし集落の民家を守る
ありがたい存在。また実は天然記念
物のオカヤドカリの好物。そのオカ
ヤドカリは釣りの餌として重宝され
ました。作者は数少ない奄美の原始
からの原風景を素直に撮しとったの
に共感します。

田畑 より子  /
大潮に現るマイクロアトール

← 森 美佐子  /
珊瑚石垣のある風景

↑ 

与
島 

邦
重  /

宇
検
の
宝
、
子
供
達

↑ 

奥 

昭
仁  /

シ
マ
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
の
杜

全
体
の
講
評
：
印
象
は
全
体
的
に

写
真
の
仕
上
が
り
が
良
か
っ
た
こ

と
で
す
。
露
出
の
ば
ら
つ
き
も
な

く
印
刷
の
発
色
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
た
だ
残
念
な
の
は
、人
々

の
日
常
の
姿
が
少
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

を
楽
し
む
人
々
な
ど
の
写
真
は
見

る
人
に
安
ら
ぎ
と
感
動
を
与
え
ま

す
。
次
回
は
日
常
の
写
真
に
も
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
回
の
受
賞
者
の
皆
様
へ
受
賞
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
宇
検

村
の
魅
力
を
写
真
に
撮
り
、
村
内

の
方
の
応
募
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、第
３
回
宇
検
村
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
お
楽
し
み
に
！

審
査
員
長
（
濱
田 

康
作
）

審
査
員
長
（
濱
田 

康
作
）
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１
．
臨
時
職
員
（
日
給
）

看
護
師　

７
６
８
０
円

助
産
師　

７
７
３
０
円

２
．
臨
時
的
任
用
職
員

月
給
１
９
１
３
０
０
円
～
（
経

験
等
に
よ
る
）
身
分
は
地
方
公

務
員
と
な
り
、
給
与
・
休
暇
等

が
正
規
職
員
と
同
等
の
待
遇
と

な
り
ま
す
。

【
仕
事
の
内
容
】

看
護
助
産
業
務
全
般

【
就
業
時
間
等
】

交
代
制
あ
り

・
8
時
30
分
～
17
時
15
分

・
16
時
30
分
～
1
時
15
分

・
0
時
30
分
～
9
時
15
分

１
．
臨
時
職
員　

月
14
日
勤
務

　
　
　
　
（
昼
間
の
み
の
勤
務
）

２
．
臨
時
的
任
用
職
員

　
　
　
　

正
規
職
員
と
同
等

【
採
用
方
法
】

面
接
（
履
歴
書
持
参
）

【
お
問
合
せ
先
】

県
立
大
島
病
院　

看
護
部

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
３
６
１
１

　

各
種
の
村
税
及
び
保
険
料
の

納
付
を
口
座
振
替
に
す
る
と
…

①
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
心
配

が
な
い
。
②
現
金
を
持
ち
歩
く

必
要
が
な
い
。
③
金
融
機
関
等

へ
出
か
け
る
手
間
が
は
ぶ
け
る
。

等
の
利
点
が
あ
る
の
で
、
口
座

振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
取
扱
税
・
保
険
料
目

宇検村
せいかつ
情報局

((((　Living information ))))

村
税
及
び
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
で
！

看
護
師
・
助
産
師
募
集

の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
県
立
大
島
病
院
よ
り
、

看
護
師
及
び
助
産
師
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

看
護
師
・
助
産
師　

若
干
名

【
賃
金
等
】

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

に
つ
い
て

　

M
B
C
南
日
本
放
送
の
デ
ー

タ
放
送
に
お
い
て
、村
内
の
「
お

知
ら
せ
」「
イ
ベ
ン
ト
」
情
報

や
「
防
災
・
災
害
」「
緊
急
」
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

M
B
C
に
し
て
、
リ
モ
コ
ン
の

ｄ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
下
さ
い
。

　

宇
検
村
商
工
会
の
主
催
に
よ

り
宇
検
村
に
お
い
て
、
司
法
書

士
に
よ
る
「
法
律
相
談
会
」（
無

料
）
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
す
る
と
、
優
先

的
に
ご
相
談
頂
け
ま
す
。

●
相
談
日
時
：
4
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

●
相
談
場
所
：
元
気
の
出
る
館

●
相
談
内
容
：

・
相
続
や
遺
言
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
の
ご
案
内

・
不
動
産
の
名
義
変
更
に
つ
い

て・
会
社
を
作
り
た
い
、
役
員
を

変
更
し
た
い

等
な
ど
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
相
談
会
で
の
直
接
受

託
は
原
則
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

正
式
な
依
頼
に
至
っ
た
段
階
で

費
用
が
発
生
致
し
ま
す
。

【
予
約
・
お
問
合
せ
先
】

宇
検
村
商
工
会

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
６
６
１

・
村
県
民
税
（
住
民
税
）、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◎
取
扱
金
融
機
関

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
奄
美
信
用
組
合

◎
手
続
き
方
法

・
納
税
通
知
書
や
領
収
書
な
ど

納
税
者
コ
ー
ド
の
わ
か
る
も
の
、

預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
準

備
し
て
、
取
扱
金
融
機
関
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
合
せ
先

宇
検
村
役
場　

住
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
１
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消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
納
税
は
期
限
内
に

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
で
す
。

　

特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預

り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税

金
で
す
か
ら
、
期
限
内
に
確
実

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
資
金
の
準
備
に
当
た
っ

て
は
、
毎
日
又
は
毎
月
の
売
上

げ
の
中
か
ら
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
に
相
当
す
る
分
を
積

み
立
て
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
納

税
資
金
の
準
備
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な

い
場
合
に
は
本
税
の
ほ
か
、
完

納
の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ

て
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
４
３
２
１

　

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
平

成
26
年
10
月
19
日
よ
り
時
間
額

６
７
８
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
も
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

改
正
に
つ
い
て

Living information 生活の情報をお届けします！

す
。
た
だ
し
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す
る
場

合
は
、
該
当
最
低
賃
金
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

●
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働

者
に
対
し
て
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結

婚
手
当
な
ど
）

②
一
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

③
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
に

対
す
る
割
増
賃
金

④
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当

【
お
問
合
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
５
７
４

国民年金保険料の納め忘れがある方へ
　過去 10 年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申込みにより、平成 24 年
10 月から平成 27 年 9 月までの 3 年間に限り、国民年金保険料を納めることができます。

※年金制度が改正され、国民年金保険料を納めることができる期間が過去 2 年から 10 年に延長さ
れました。これを「後納制度」といいます。（過去 2 年以内の未納分は、これまで通り後納制度を利
用しなくても納付可能です）
※ 10 年に延長とは、納めようとする月前 10 年以内の期間です。

（例）平成 16 年 10 月分の場合　→　平成 26 年 10 月末まで納付可能となります。

① 20 歳以上 60 歳未満の方で、10 年以内に納め忘
れの期間（納付・免除以外）や未加入期間がある方
② 60 歳以上 65 歳未満の方で、①の期間のほか任
意加入中に納め忘れの期間がある方
③ 65 歳以上の方で、年金受給資格がなく任意加入
中の方など
※ 60 歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は申込みできません。

ご利用いただける方
●年金の受給資格が得られる可能性があります。
※不足している期間の保険料を納めることにより、「年金受
給なし」⇒「年金受給可能」となります。

●将来受け取る年金額が増額します。
〈1 ヶ月分の後納保険料を納めることにより、増額する老齢基礎年金額の目安〉

後納制度で保険料を納付するメリット

772,800 円（平成 26 年 4 月時点の満額の年金額）
480 ヶ月（40 年× 12 ヶ月） ＝ 年額で

1,610 円増額

お問合せは　『国民年金保険料専用ダイヤル』　へ
ナビダイヤル　０５７０－０１１－０５０

※ 050 から始まる電話でおかけになる場合は 03-6731-2015 お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

　産業名
最 低 賃 金 額

効 力 発 生 日
時 間 額（円）

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

720 円 平成 27 年 1 月 4 日

百貨店、総合スーパー 693 円 平成 26 年 12 月 26 日

自動車（新車）小売業 748 円 平成 26 年 12 月 17 日

広報うけん 2015.313



要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
よ
♪

　

昨
年
の
12
月
10
日
（
水
）
久

志
小
中
学
校
に
お
い
て
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
、
9
人
の
児
童
生
徒
と
6
人

の
教
職
員
が
認
知
症
の
人
の
特

徴
や
接
し
方
に
つ
い
て
学
び
、

宇
検
村
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
小

中
学
生
に
と
っ
て
、
認
知
症
の

人
の
介
護
や
具
体
的
な
支
援
を

す
る
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す

る
事
で
、
温
か
い
目
で
見
守
る

こ
と
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

保
健
福
祉
だ
よ
り

７

Vol.

保 健 福 祉 だ よ りVol. 7

宇
検
村
初
の
「 

認
知
症
キ
ッ
ズ

サ
ポ
ー
タ
ー 

」
誕
生

み
ん
な
で

元
気
に
！

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を

久
志
小
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

各予防教室や健診などの　　　

月 日 時　間 内　容 場　所

3

13 9:30 ～ まんげんなよ教室 屋鈍公民館
17 9:30 ～ まんげんなよ教室 宇検公民館
17 13:30 ～ 乳幼児健診（3 ～ 4・7 ～ 8 ヶ月 14：30 ～）やけうちの里（大ホール）
19 10:00 ～ 親子のひろば（遊びの日） やけうちの里（会議室）
23 9:30 ～ まんげんなよ教室 湯湾生活会館
24 10:00 ～ 歯みがき教室 阿室保育所
28 10:00 ～ ベビーマッサージ ※申込み制 やけうちの里（会議室）

村の母子保健事業を、是非ご利用
ください(^^♪
親子のひろばは防災無線・FMラジ
オ等で案内があります。その他は
都合により実施出来ない日もあり

ますので詳しくは保健福祉課までお問合せください。
【お問合せ先】

役場保健福祉課　　☎　67-2211　　担当：川畑

妊娠中・子育て中のお母さん・お父さんへ 

け
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

受
講
し
た
児
童
生
徒
か
ら
は

「
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
手

伝
っ
て
あ
げ
る
」
な
ど
、サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
こ
れ
か
ら
出
来
そ

う
な
こ
と
を
講
座
を
受
講
し
た

！

～　

今
日
か
ら
ぼ
く
も
、
わ
た
し
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー　

～

い
う
意
思
を
示
す
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
渡

さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、

宇
検
村
で
も
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
の
う
ち
認
知
症
高

齢
者
の
方
が
１
０
０
人
（
昨
年

10
月
1
日
時
点
）
と
な
り
、年
々

増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

村
民
み
ん
な
で
認
知
症
の
人
と

そ
の
家
族
を
支
え
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
は
、
今
後
も
地

域
や
職
場
、
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ

る
方
々
を
対
象
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
関

心
や
ご
希
望
の
あ
る
方
は
役
場

保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
６
７
‐
２
２
１
１
ま

た
は
６
７
‐
２
０
７
０
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

感
想
と
し
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
け
た
人
が
な
れ
る
制
度
で
す
。

宇
検
村
で
は
平
成
21
年
か
ら
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

現
在
２
９
３
人
の
方
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
小
中

学
生
で
登
録
さ
れ
た
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
久
志
小
中
学
生
が
初

め
て
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
例

え
ば
、
友
人
や
家
族
に
学
ん
だ

知
識
を
伝
え
る
、認
知
症
に
な
っ

た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解

す
る
よ
う
努
め
る
、
と
い
う
こ

と
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は「
認

知
症
の
人
を
支
援
し
ま
す
」
と
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東
ひがし

　一
いっしん

心くん
平成25年12月28日生（芦検）

保護者・修平さん

氏
名

年
齢

住
所

吉
岡　

勲

74

屋
鈍

豊
川　

五
男

59

湯
湾

お
く
や
み

氏
名

住
所

川
畑　

千
鶴
子

大
阪
府

福
塚　

正
弘

喜
界
町

前
田　

和
治

山
梨
県

前　

義
廣

岡
山
県

川
畑　

末
次

神
奈
川
県

松
村　

忠
義

神
奈
川
県

俊　

和
昭

大
阪
府

髙
田　

四
男

茨
城
県

溝
辺　

ツ
タ
エ

大
阪
府

増
田　

正
枝

兵
庫
県

吉
田　

英
昭

神
奈
川
県

広
報
お
礼

※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
は
掲

載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
順
は
届
出

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

（平成 27 年 1 月末現在）

　　　 男　　868　人

　　　 女　　963　人

　　　 計　 1,831　人

　 　  世帯   　1,017

村民のうごき

小
お の

野　碧
あ や み

弥美ちゃん
平成25年12月19日生（阿室）

保護者・薫さん

悦
えつ

　冬
ふ み か

海香ちゃん
平成25年12月8日生（久志）

保護者・富士己さん

島 の 宝 っ 子

■ 

香
典
返
し

氏
名

住
所

吉
岡　

ヒ
サ

屋
鈍

豊
川　

英
明

千
葉
県

玉
利　

道
子

芦
検

松
村　

雪
子

芦
検

吉
田　

龍
代

湯
湾

泉　

ツ
ユ
子

芦
検

社
協
ご
寄
付

ふ
る
さ
と
納
税

氏
名

住
所

福
島　

進

姶
良
市

岡
田　

保
久

奄
美
市

浜
田　

光
子

鹿
児
島
市

元
田　

和
人

東
京
都

伊
元　

末
明

熊
本
県

伊
元　

大
輔

大
阪
府

清
水　

和
良

鹿
児
島
市

﨑　

八
重
子

大
阪
府

田
村　

孝
太

東
京
都

名
越　

裕
之

愛
知
県

河
野　

英
瑞

滋
賀
県

瀬
川　

耕
司

東
京
都

安
野　

ユ
リ
子

鹿
児
島
市

島
田　

サ
ヨ
子

静
岡
県

求
野　

廣
行

千
葉
県

須
山　

聡

茨
城
県

川
畑　

久
志

愛
知
県

海
原　

雅
人

東
京
都

元
田　

満
夫

東
京
都

川
畑　

安
治

神
奈
川
県

二
宮　

博
文

東
京
都

徳
田　

忠
博

千
葉
県

上
川　

馨

鹿
児
島
市

　
　
　
（
匿
名
希
望
者　

他
２
人
）

 

平
成
26
年
８
月 

～ 

平
成
26
年
11
月
末

松
村　

タ
ツ
エ

98

芦
検

吉
田　

芳
江

92

湯
湾

平
田　

チ
ヅ
エ

93

平
田

泉　

榮
林

84

芦
検
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写真はその時代の風景を正確に写し、
その画像は人々の忘れかけたウムイを鮮明に蘇らせる。

懐
か
し

記
の

憶

＊皆さんのお宅に眠っている宇検村に関する昔懐かしい写真をご提供ください。
　このコーナーでご紹介します。なお、提供いただいた元の写真はお返しします。

　◎ 問い合わせ先：宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 67-2211（内線 125）

広
報
う
け
ん
・
昭
和
55
年
5
月
号
よ
り

鹿
児
島
地
方
法
務
局
宇
検
出
張
所
新
築
落
成

　

旧
庁
舎
の
老
朽
化
の
た
め
新

庁
舎
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い

た
、
法
務
局
宇
検
出
張
所
が
完

成
し
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、

近
代
的
な
庁
舎
で
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
2
階
建
て
の
1
階
が
事

務
所
で
2
階
が
住
宅
と
な
っ
て

い
ま
す
。
村
内
唯
一
の
国
家
機

関
で
、
村
民
に
土
地
・
建
物
の

登
記
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
し
て
、
立
派
な
建
物
が
完

成
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
F
M
う
け
ん
の

事
務
所
と
し
て
、
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
年
が
明
け
、
気
が
付
け

ば
も
う
3
月
で
す
。
年
度

末
も
近
づ
い
て
、
卒
業
や

転
出
な
ど
慌
た
だ
し
く
な

る
頃
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
早
い
も
の
で
、
私
が
広

報
を
担
当
し
て
か
ら
1
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
広
報
の
難
し
さ
や
奥

深
さ
、
楽
し
さ
を
体
験
し

な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？
ま
だ
ま
だ
、
至
ら

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
日
々

勉
強
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
め
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

総
務
企
画
課  

広
報
担
当  

重
山

編 

集 

後 

記

〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

915
番

地
／

電
話

：
0997（

67）
2211  ／

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997（
67）

2262
発

行
：

宇
検

村
役

場
／

編
集

：
総

務
企

画
課

／
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
http://w

w
w

.uken.net ／
M

all：
soum

uk@
uken.net

広
報う
け
ん

（
平

成
27

年
3

月
号

）

　
　
　
↑FM

う
け
ん
の
事
務
所
（
現
在
）

←
法
務
局
宇
検
出
張
所
（
当
時
）　
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